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少子高齢化や人口減少をはじめ、
地域コミュニティの持続性確保に大きな「社会的課題」が存在

市民生活面：教育や医療に関するサービス格差等、買い物や交通など日常生活上の利便性
インフラ維持や災害非常時における即応性確保・・・

経済活動面：農業従事者の減少や消費志向の変化等など農業の持続性確保・・・

まちの将来像（ビジョン）
「誰もが活躍できる地域社会 スマート・アグリシティ」
～デジタル技術や地域資源・特性を用いて「地域の未来創造」にチャレンジ～

地域課題と目指す将来像 1

面 積：481.02㎢ 行政面積の42%が農地
人 口：77,194人
世 帯：41,225世帯（22年8月末現在）
高齢化率：約37.25%



スマート農業関連プロジェクト
（北海道大学大学院農学研究院、NTTグループ等）

2デジタルを活用した産学官連携プロジェクト

地域の未来（将来像）に向け
目的を共有・共感する産学官が連携し、バックキャスト型で施策を展開

健康・少子化対策プロジェクト（北海道大学COI＆NEXT）



●児童見守りシステム ●遠隔学習、GIGAスクール

●在宅就業（テレワーク） ●健康コミュニティ（健康経営都市）

農業農村地域における定住条件強化に寄与

3（広義な）デジタルを活用した少子化対策



健康・少子化対策の取組みと成果例

文部科学省・JSTによるCOIプロジェクト参画(2015年度～）

母子を中心に家族が健康で安心して暮らせる社会を目指し、
市民が健康で元気に成長できる地域モデルを構築

〇家族健康手帳アプリ

「気づき」に基づく市民の行動変容による「低出生体重児率」改善

2015年:10.4%⇒2019年: 6.3%

第９回プラチナ大賞（総務大臣賞）
第３回日本オープンイノベーション大賞（日本学術会議会長賞）
第10回健康寿命をのばそう！アワード（厚生労働大臣優秀賞） 受賞

〇健康データPF（EHR＋PHRに基づく健康予報）
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選択肢を増やし、ひととともに自分らしく生きる 笑顔あふれる社会をつくる

性成熟期

生殖・
妊娠前

妊娠
胎児期

新生児期

乳幼児期

学童・
思春期

厚生労働省子ども家庭局「最近の母子保健行政の動向」2019.2.27
https://www.mhlw.go.jp/content/11920000/000485784.pdf参考：成育の概念：ライフステージ

正のスパイラル
ライフデザイン

選択

選択
の
時代

・正解ではなく、自分らしく

・複数のまなび、遊び、大学

・複数の職業

・自己実現、利他

COI-NEXT

COI

現在進行中の取組み COI-NEXT 5



１.根幹となるべきファクトの浸透が遅れ
社会システムの前提になっていない

・妊孕力は、年齢とともに下がる
・不妊は、男性に半分の原因がある

Henry, L. (1961). Some data on natural fertility. Eugenics Quarterly, 8(2), 81-91 / 1996年WHO（世界保健機関）調査

2.カップル、夫婦、個人のライフプランが
想ったように描けず、実現できていない
・夫婦の５割が不妊を心配、３割が不妊治療実施
・日本は、体外受精 世界１位（15人に1人）

3.女性の活躍が進んでいない
・ジェンダーギャップ 121位/153国

4.HPV(子宮頸がん）ワクチン接種も遅れ
・男子の接種率：豪（88%)、米（64%)

日本 北海道 札幌市 岩見沢市

出生率＊

1.34
1.21

(worst2)
1.09

(政令指定都市最下位)
1.1

市民との共有を進める現状認識

＊合計特殊出生率：2020 厚生労働省、札幌市資料ほか参照
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ファクトに基づく少子化対策例 ～コンセプションケアの実装～ 7

●ヘルスリテラシー（こころとカラダの理解）が
高いほうが望んだ時に妊娠できている*1

●ジェンダーギャップ指数が高い（平等）と
合計特殊出生率が高い*2
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望んだ時に妊娠できた？ リテラシーが高い：約２倍
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日本版プレコンセプションケア

“ジェンダー格差”の解消
“固定的な男女・家族意識”を解消

１.根幹となるべきヘルスリテラシー が浸透していない
●妊孕力（妊娠する力）は、高年齢で急激に下がる
●不妊は、男性に半分の原因がある

2.カップル、夫婦、個人のライフプランが描けていない
●相手に求める結婚意識は、楽しさ、価値観が上位

●日本は、妊娠補助医療数 世界１位

3.女性の活躍が進んでいない（不平等）
●ジェンダーギャップ（不平等）121位/153国
●岩見沢のジェンダーの理解 30%と低い

４.北海道は 男女平等比率が最下位*3

結婚や妊娠を「望む」が増える
望んだ時に妊娠ができる可能性を高める

合計特殊出生率の向上望んだ時に妊娠

自分課題の解決 社会課題の解決

現状

現状

*1:日本医療政策機構「働く女性の健康増進調査」2018 *2:内閣府 政策統括官資料2020(WEF資料から作成) *3:東レ「男女平等が進んでいる都道府県は調査」2015



世界最先端の科学映像（協力NHK) 3D 実物大モデル（協力Node Medical株式会社 ）

高校で、“サイエンスとして学べる”実験授業を開始

取組み例 学校等で生命・プレコンのActive Learningをつくっていく 8



●少子化対策は「社会課題」と「自分課題」の克服が重要
「気づきに基づく市民の行動変容」と「地域社会の環境づくり」

・行政だけでは困難～産学官などの連携
・市民と目的（ビジョン）を共有し、バックキャスティン思考で
・デジタルの活用は有効・最適な手段のひとつ

9岩見沢市として捉えている少子化対策のポイント


